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研究成果の概要 

本研究では無数の多形体を成す 2 次元ホウ素未踏マテリアルについて物質合成と機能性開拓

を行っている。研究者による学理と理論計算に基づく従来アプローチに加え、インフォマニティクス

やロボットを組み合わせることで、自動かつ自律的に合成法開発が可能なシステムの建設を行って

いる。システムは合成プラント、試料搬送ロボット、測定チャンバーなどから構成されており、これま

でメンバーが各地で要素技術を開発してきた。2023 年度にこれらは放射光施設 NanoTerasu に集

約されてシステム全体の構築が行われ、さらにファースビームが確認された。本システムでは試料

の元素・化学状態分析が可能な X 線吸収分光(XAS)測定が実施される。それに合わせて、インフ

ォマティクスを活用したXASスペクトル解析法が開発され、データから試料の結晶系および電子状

態も特定できることが実証された。 

本研究では並行してホウ化水素（HB）シートの合成法を洗練させてきた。HB シートは紫外線照

射によって水素放出し、その放出速度はシート内の 3 中心 2 電子(B-H-B)結合と 2 中心 2 電子

(B-H)末端結合の数比で決まる。水素含有量を変えることなく HB シートの BHB/BH 結合比の制

御法が開発され、水素貯蔵や光触媒などの用途に合わせて試料を最適化できるようになった 1)。ま

た、より安定な HB シートが合成できるようになり、実際に 9 か月にわたる長期安定性を確認した 2)。

一方、HB シートはこれまでミクロフレークから成る粉末が合成されてきたが、後処理でセンチメート

ルサイズのシート作製もできるようになった。このように 2023 年度は試料合成や調整を中心に 2 次

元ホウ素マテリアルの研究が進められた 1-7)。 

本機能性物質の社会実装に向けたコンソーシアム構築のために「第 16 回日本ホウ素・ホウ化物

研究会」を 2024年 2月 16,17日に対面開催(参加者：約 60名)し、さらにセミナー「カーボンニュー

トラルを切り開く表面真空科学」を 3月 26日にオンライン開催(参加者：約 110名)した。 
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